
近世
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の
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1
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光
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は
じ
め
に

0
納
経帳
に
み
る
女
性
の
旅

②

絵馬
に
み
る
善
光
寺
参
詣

お
わ
り
に

［
論文
要
旨
］

　近
世
の

旅
に関
す
る
研
究
は
大
き
く
分
け
て
、
旅
に
お
け
る
行
動
・
見
聞
及
び
交
通
の
実
態
を
明
　
　
　
　
の
万
光
院
に
同
市
勝
間
の
茂
手
木
氏
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
同
家
の
先
祖
「
と
ら
」
が
寛
政
七
～
八

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
社
寺
参
詣
そ
の
も
の
に
重
点
を
置
き
民
衆
の
信
仰
を
明
ら
か
に
し
　
　
　
　
年
に
か
け
て
、
西
国
・
坂
東
・
秩
父
の
観
音
霊
場
及
び
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
っ
た
も
の
で
あ
る
。

よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
経
帳
は
「
と
ら
」
の
足
跡
を
追
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
女
性
が
一
人
で
こ
れ
だ
け
の
旅
を
し

　
こ
れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
史
料
の
関
係
か
ら
男
性
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
女
性
史
　
　
　
　
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
絵
馬
は
信
州
の
善
光
寺
に
参
詣
し
た
女
性
達
が
千
葉
県
岬
町
の
清
水
寺
に

研究
の
活
発
化
に
伴
い
、
女
性
の
旅
に
つ
い
て
も
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
の
　
　
　
奉
納
し
た
も
の
で
、
明
治
か
ら
大
正
ま
で
年
代
不
明
も
含
め
て
二
六
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
図
柄

研究
は
旅
日
記
を
主
な
素
材
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
女
性
の
場
合
旅
日
記
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
　
　
　
　
や
墨
書
か
ら
旅
の
コ
ー
ス
や
参
拝
の
様
子
．
同
行
者
の
地
域
．
名
前
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

は相
当
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
階
層
で
あ
る
た
め
、
庶
民
女
性
の
旅
の
実
態
を
み
る
こ
と
は
困
難
で
　
　
　
　
絵
馬
は
近
代
の
も
の
だ
が
、
近
世
に
お
い
て
も
同
様
の
旅
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
経
帳
・
絵
馬
共
に
旅
日
記
に
比
較
す
る
と
情
報
量
は
少
い
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

　
女性
の
旅
全
般
に
つ
い
て
把
握
す
る
に
は
、
旅
日
記
以
外
の
史
料
の
発
掘
が
課
題
と
い
っ
て
よ
い
　
　
　
　
こ
と
に
よ
り
、
近
世
に
お
け
る
女
性
の
旅
の
実
態
を
明
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

だ
ろ
う
。
既
に
宿
坊
の
台
帳
類
や
、
供
養
塔
等
の
石
造
物
を
利
用
し
た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
納
経
帳
と
絵
馬
に
よ
っ
て
女
性
の
旅
の
一
端
を
述
べ
て
み
た
。
納
経
帳
は
千
葉
県
市
原
市

聯
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は
じ
め
に

　

近
世
交
通
史
の
研
究
は
宿
駅
・
助
郷
・
関
所
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
モ
ノ
や
人
の
動
き
は
こ
の
三
点
を
軸
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ

い

だ

ろ
う
。
人
の
動
き
と
い
っ
て
も
主
た
る
研
究
対
象
に
な
っ
て
き
た
の
は
将
軍
・

公

用
旅
行
者
・
参
勤
交
代
に
よ
る
移
動
で
あ
り
、
こ
れ
ら
移
動
に
伴
う
宿
駅
や
助
郷

の

負
担
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
の
移
動
を
受
け
容
れ
る
側
か
ら
み
て
き
た
わ

け
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
移
動
す
る
側
を
主
軸
と
し
た
研
究
は
著
名
人
等
の
旅
に
つ
い
て
は
行

わ

れ

て

き
た
が
、
伊
勢
参
宮
を
代
表
と
す
る
庶
民
の
旅
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
新
城
常
三
は
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済

　
　
　
（
1
）

史
的
研
究
』
を
著
し
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
多
岐
に
渡
り
し
か
も
緻
密
な
研
究
で

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
研
究
の
流
れ
か
ら
新
城
の
業
績
を
継
承
発
展
さ
せ
る
研
究
は

な
か
な
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
各
地
に
残
る
旅
日
記
等
を
中
心
と
し
た
庶
民
の
旅
の
研
究
が
進
み
、
女
性

の

旅
の
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
平
成
三
年
度
第
十
七
回
交
通
史
研
究
会
大
会

で
は

統
一
論
題
を
「
旅
す
る
女
性
」
と
し
、
網
野
善
彦
の
記
念
講
演
「
中
世
に
お
け

る
女
性
の
旅
を
め
ぐ
っ
て
」
を
は
じ
め
、
胡
桃
沢
勘
司
・
深
井
甚
三
・
小
暮
紀
久
子
・

柴
桂
子
・
太
田
富
康
・
前
田
淑
ら
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
成
果
は

『
交
通
史
研
究
』
二
七
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
記
発
表
者
は
女
性
の
旅
に
関
す
る

研
究
成
果

を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
中
で
も
深
井
甚
三
は
近
世
の
女
性
の
旅
を

個
人
の
旅
と
し
て
で
は
な
く
総
括
的
に
把
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
今
後
の
女
性
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

研
究
に

対
す

る
一
つ
の
方
向
を
提
示
し
て
い
る
。

　
女

性
に
限
ら
ず
旅
の
研
究
の
中
心
に
な
る
史
料
は
「
旅
日
記
」
で
あ
る
。
男
性
の

場
合
幅
広
い
階
層
の
人
々
が
旅
日
記
を
残
し
て
い
る
が
、
女
性
の
場
合
旅
日
記
の
ほ

と
ん
ど
が
相
当
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
の
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
庶
民
の
女

性
の
旅
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
柴
桂
子
も
「
旅
日
記
を
書
い

て

い

る
女
性
の
身
分
は
大
名
家
や
そ
の
家
臣
の
家
族
の
ほ
か
町
人
・
神
官
・
住
職
・

学
者
の
家
族
や
上
層
農
民
の
家
族
で
あ
り
、
中
農
階
級
以
下
の
女
性
の
旅
日
記
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

当
た
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
女
性
の
識
字
率
と
い
う
か
、

写
字
率
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
中
農
階
級
以
下
の
女
性
の
旅
日
記
」
は

今
後
も
そ
れ
程
多
く
の
も
の
は
出
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
旅
日
記
に
代
る
史
料

を
発
掘
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
代
替
史
料
の
発
掘
と
い
っ
て
も
偶
然
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
大
き
い
。
本

稿
で
取

り
上
げ
る
納
経
帳
と
絵
馬
も
意
識
し
て
見
つ
け
だ
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、

旅

日
記
に
比
較
す
れ
ば
そ
の
情
報
量
は
極
め
て
少
い
も
の
の
、
女
性
の
旅
の
研
究
を

進

め
る
に
は
こ
う
し
た
史
料
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

0
納
経
帳
に
み
る
女
性
の
旅

　
　

H
　
納
経
帳
の
概
要

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
納
経
帳
全
六
冊
は
千
葉
県
市
原
市
の
万
光
院
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
住
職
の
近
藤
隆
秀
氏
に
よ
る
と
納
経
帳
は
市
原
市
勝
間
の
茂
手
木
一

夫
氏
が

菩
提
寺
で
あ
る
万
光
院
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
旅
日
記
も
残
さ
れ
て
い
た
と

い

う
こ
と
だ
が
、
現
在
行
方
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
納
経
帳
を
残
し
た
の
は
茂
手

木
家
の
先
祖
で
あ
る
「
と
ら
女
」
で
、
彼
女
は
身
体
的
理
由
か
ら
霊
場
巡
り
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
物
見
遊
山
的
な
社
寺
参
詣
で
は
な
か
っ
た
。

　
納
経
帳
は
全
六
冊
か
ら
な
り
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
冊
目

　
　
寛

政
五
年
二
月
二
五
日
～
同
年
四
月
三
〇
日
。
金
龍
山
浅
草
寺
に
始
り
西
国
二

　
　
四
番
中
山
寺
迄
。

　
二
冊
目

　
　
寛
政
五
年
七
月
二
五
日
～
同
年
八
月
二
五
日
。
富
士
山
北
口
浅
間
宮
に
始
り
筑

166
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波
山
大
御
堂
迄
。

　
三
冊
目

　
　
寛
政
七
年
三
月
二
三
日
～
同
年
六
月
二
日
。
金
龍
山
浅
草
寺
に
始
り
西
国
二
五

　
　
番
清
水
寺
迄
。

　
四
冊
目

　
　
寛
政
七
年
六
月
三
日
～
同
年
七
月
二
五
ま
た
は
二
六
日
。
西
国
二
六
番
一
乗
寺

　
　
に
始
り
四
国
五
六
番
太
山
寺
迄
。

　
五
冊
目

　
　
寛
政
七
年
七
月
二
六
日
～
寛
政
八
年
三
月
七
日
。
四
国
五
七
番
に
始
り
坂
東
一

　
　
六
番
水
沢
寺
迄
。

　
六
冊
目

　
　
寛
政
八
年
三
月
二
二
日
～
同
年
四
月
十
日
。
秩
父
三
四
番
水
潜
寺
に
始
り
坂
東

　
　
三
三
番
那
古
寺
迄
。

　
納
経
帳
は
乱
丁
ま
た
は
丁
数
を
間
違
え
て
記
載
押
印
し
て
も
ら
っ
た
た
め
か
、
日

程
の

前
後

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
筆
者
が
適
宜
修
正
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お

く
。
例
え
ば
三
冊
目
の
最
後
は
寛
政
七
年
六
月
二
日
西
国
札
所
二
五
番
清
水
寺
だ
が
、

四
冊
目
の
冒
頭
に
同
年
五
月
二
四
日
御
室
御
所
が
あ
る
。

　
さ
て
右
の
六
冊
の
う
ち
、
一
冊
目
と
二
冊
目
に
つ
い
て
は
「
と
ら
」
が
旅
を
し
た

時
の
納
経
帳
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
一
冊
目
は
主
と
し
て
西
国
札
所
を
巡
っ
た
時
の

も
の
、
二
冊
目
は
坂
東
札
所
を
巡
っ
た
時
の
も
の
で
あ
り
、
と
ら
が
同
一
地
域
を
二

度

巡
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
三
冊
目
以
降
は
表
紙
に
「
勝
間
と
ら
」
と
あ

る
の
に
一
～
二
冊
は
「
納
経
帳
」
と
あ
る
だ
け
で
、
何
処
に
も
「
と
ら
」
の
署
名
が

見
当
ら
な
い
。
「
と
ら
」
が
二
度
同
じ
巡
礼
を
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
し
た
が
、

そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
確
実
に
「
と
ら
」
の
納
経
帳
と

判
断
で
き
る
三
冊
目
以
降
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
⇔
　
納
経
帳
に
み
る
「
と
ら
」
の
旅
程

　

「
と
ら
」
の
旅
は
西
国
札
所
・
四
国
八
十
八
ヶ
所
・
坂
東
札
所
・
秩
父
札
所
を
巡

る
旅
で
あ
っ
た
が
、
全
行
程
一
人
で
回
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
だ

け
の
行
程
を
全
行
程
同
伴
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
ら
が
最
初
に
納
経
帳
に
記
載
を
し
て
も
ら
っ
た
の
は
寛
政
七
年
三
月
二
一
日
坂

東
札
所
二
九
番
千
葉
寺
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
勝
間
村
を
出
立
し
た

の

は
三
月
二
〇
日
か
二
一
日
で
あ
ろ
う
。
二
三
日
に
亀
戸
の
羅
漢
寺
・
亀
戸
天
神
を

経
て
江
戸
に
入
り
浅
草
寺
で
記
帳
を
し
て
も
ら
い
、
二
八
日
に
は
中
山
道
熊
谷
宿
の

熊
谷
寺
、
三
〇
日
妙
義
大
権
現
、
四
月
一
四
日
津
島
社
に
参
拝
し
て
い
る
の
で
、
「
と

ら
」
は
中
山
道
を
進
み
、
鵜
沼
宿
辺
り
か
ら
名
古
屋
に
出
て
佐
屋
路
を
行
き
津
島
に

達
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
津
島
社
に
参
拝
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
津
島
か
ら
は
佐
屋
に
出
て
船
に
乗
り
桑
名

へ
入

り
、
伊
勢
に
向
っ
た
と
み
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
四
月
一
七
日
朝
熊
岳
で
記
帳

し
て
も
ら
い
、
二
二
日
に
熊
野
新
宮
、
そ
し
て
二
四
日
西
国
観
音
霊
場
第
一
番
青
岸

渡
寺
に

至

り
、
こ
れ
よ
り
西
国
札
所
巡
り
が
は
じ
ま
る
。
二
六
日
熊
野
本
宮
を
参
拝

し
そ
れ
よ
り
紀
伊
半
島
を
横
断
し
て
半
島
西
側
を
北
上
し
、
五
月
三
日
紀
三
井
寺

（
西
2
）
、
六
日
粉
河
寺
（
西
3
）
を
経
て
八
日
に
高
野
山
を
登
っ
て
い
る
。
翌
九
日

は
慈
尊
院
、
一
〇
日
光
瀧
寺
・
槙
尾
寺
（
西
4
）
、
一
二
日
に
葛
井
寺
（
西
5
）
、
一

四
日
壷
井
寺
（
西
6
）
、
そ
し
て
吉
野
山
で
蔵
王
権
現
の
記
帳
を
受
け
、
一
五
日
岡
寺

（西
7
）
、
一
六
日
長
谷
寺
（
西
8
）
、
一
七
日
奈
良
に
入
っ
て
興
福
寺
南
円
堂
（
西
9
）
、

一
八

日
に
は
宇
治
の
三
室
戸
寺
（
西
1
0
）
を
参
拝
し
て
い
る
。
次
は
上
醍
醐
寺
（
西

H
）
だ
が
納
経
帳
に
月
日
の
記
入
が
な
い
た
め
、
一
八
日
か
一
九
日
か
は
不
明
で
あ

る
。
一
九
日
岩
間
寺
（
西
1
2
）
、
二
〇
日
石
山
寺
（
西
1
3
）
、
二
一
日
観
音
正
寺
（
西

3
2
）
・
長
命
寺
（
西
3
1
）
、
二
二
日
は
三
井
寺
（
西
1
4
）
の
み
の
参
拝
で
あ
る
が
、
こ

の

日
の
う
ち
に
京
都
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
五
月
二
三
日
は
京
都
市
中
を
巡
っ
て
い
る
。
今
熊
野
（
西
1
5
）
　
・
六
波
羅
密
寺

（西
1
7
）
・
清
水
寺
（
西
1
6
）
、
二
三
日
ま
た
は
二
四
日
に
頂
法
寺
（
西
1
8
）
、
二
四
日
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革
堂
（
西
1
9
）
・
北
野
天
満
宮
・
御
室
御
所
を
参
拝
し
、
二
五
日
は
京
都
を
出
て
穴

太
寺

（西
2
1
）
、
二
六
日
善
峰
寺
（
西
2
0
）
、
二
七
日
は
移
動
に
費
し
二
八
日
は
摂
津

の

総
持
寺
（
西
2
2
）
・
勝
尾
寺
（
西
2
3
）
、
二
九
日
は
中
山
寺
（
西
2
4
）
と
西
方
へ
と

動

き
、
六
月
二
日
は
清
水
寺
（
西
2
5
）
、
三
日
一
乗
寺
（
西
2
6
）
、
四
日
円
教
寺
（
西

2
7
）
と
参
拝
し
て
西
国
札
所
巡
り
に
一
時
別
れ
を
告
げ
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
礼
に
向

か

っ

て

い
る
。

　

四
国
に
入
っ
て
最
初
に
参
拝
し
た
の
は
七
八
番
郷
照
寺
で
六
月
二
二
日
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
日
は
高
照
院
（
四
7
9
）
・
国
分
寺
（
四
8
0
）
、
一
三
日
ま
た
は
一
四
日
白

峰
寺
（
四
8
1
）
、
一
四
日
根
香
寺
（
四
8
2
）
・
一
宮
寺
（
四
8
3
）
、
一
四
日
ま
た
は
一

五

日
に
屋
島
寺
（
四
8
4
）
、
一
五
日
は
八
栗
寺
（
四
8
5
）
・
志
度
寺
（
四
8
6
）
、
一
六

日
は
長
尾
寺
（
四
8
7
）
、
一
七
日
は
大
窪
寺
（
四
8
8
）
を
巡
っ
て
讃
岐
を
出
て
い
る
。

　
六

月
一
八
日
に
阿
波
に
入
り
一
番
か
ら
二
三
番
を
回
る
が
、
日
程
と
寺
院
名
を
列

記

し
て
お
こ
う
。
一
八
日
霊
山
寺
（
四
1
）
・
極
楽
寺
（
四
2
）
・
金
泉
寺
（
四
3
）
、

一
九

日
大
日
寺
（
四
4
）
・
地
蔵
寺
（
四
5
）
・
安
楽
寺
（
四
6
）
、
一
九
日
ま
た
は

二
〇

日
十
楽
寺
（
四
7
）
、
二
〇
日
熊
谷
寺
（
四
8
）
・
法
輪
寺
（
四
9
）
・
切
幡
寺

（四
1
0
）
・
藤
井
寺
（
四
1
1
）
、
二
一
日
焼
山
寺
（
四
1
2
）
、
二
二
日
大
日
寺
（
四
1
3
）
・

常
楽
寺
（
四
1
4
）
・
国
分
寺
（
四
1
5
）
・
観
音
寺
（
四
1
6
）
、
二
二
日
ま
た
は
二
三
日

井
戸
寺
（
四
1
7
）
、
二
三
日
恩
山
寺
（
四
1
8
）
、
二
四
日
立
江
寺
（
四
1
9
）
・
鶴
林
寺

（四
2
0
）
・
太
龍
寺
（
四
2
1
）
、
二
五
日
平
等
寺
（
四
2
2
）
、
薬
王
寺
（
四
2
3
）
。

　

こ
れ
よ
り
土
佐
へ
向
う
が
、
二
三
番
か
ら
二
四
番
ま
で
は
二
一
里
程
し
か
も
山
越
・

川
越
の
道
で
あ
り
、
海
辺
を
飛
び
石
伝
い
に
一
里
程
の
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
難
所

を
越
え
二
四
番
最
御
崎
寺
に
到
着
し
た
の
は
六
月
三
〇
日
で
あ
る
。
三
〇
日
か
ら
七

月
二
日
に
か
け
て
津
照
寺
（
四
2
5
）
・
金
剛
頂
寺
（
四
2
6
）
、
二
日
は
神
峰
寺
（
四
2
7
）
、

三

日
大
日
寺
（
四
2
8
）
・
国
分
寺
（
四
2
9
）
・
安
楽
寺
（
四
3
0
）
、
五
日
竹
林
寺
（
四

3
1
）
・
禅
師
峰
寺
（
四
3
2
）
、
六
日
雪
蹟
寺
（
四
3
3
）
・
種
間
寺
（
四
3
4
）
・
清
瀧
寺

（
四

3
5
）
、
六
日
ま
た
は
七
日
に
青
龍
寺
（
四
3
6
）
を
巡
っ
て
い
る
。
青
龍
寺
か
ら
三

七
番
岩
本
寺
ま
で
は
二
二
里
で
あ
る
が
、
岩
本
寺
到
着
の
日
は
不
明
で
あ
る
。
岩
本

寺
よ
り
足
摺
岬
の
金
剛
福
寺
（
四
3
8
）
ま
で
は
二
一
里
だ
が
こ
れ
も
到
着
日
は
不
明

で

あ
る
。
金
剛
福
寺
よ
り
延
光
寺
（
四
3
9
）
ま
で
は
一
二
里
で
七
月
＝
二
日
の
到
着

で
あ
る
。

　

延

光
寺
を
出
立
す
れ
ば
次
は
伊
予
に
入
る
。
観
自
在
寺
（
四
4
0
）
ま
で
は
七
里
だ

が

到
着

日
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
一
五
日
に
番
外
の
観
世
音
寺
を
経
て
一
七
日

に

龍
光
寺
（
四
4
1
）
に
達
し
、
仏
木
寺
（
四
4
2
）
・
明
石
寺
（
四
4
3
）
を
巡
っ
て
い
る
。

大
宝
寺
（
四
4
4
）
に
は
二
一
日
の
到
着
だ
が
、
こ
の
間
の
距
離
は
二
一
里
で
あ
る
。

こ
の
日
は
外
に
岩
屋
寺
（
四
4
5
）
を
参
拝
し
浄
瑠
璃
寺
（
四
4
6
）
に
向
う
が
こ
の
間

は
八
里
で
あ
る
の
に
、
到
着
は
二
三
日
で
あ
る
。
こ
の
日
八
坂
寺
（
四
4
7
）
・
西
林

寺
（
四
4
8
）
・
浄
土
寺
（
四
4
9
）
・
繁
多
寺
（
四
5
0
）
・
石
手
（
四
5
1
）
を
回
り
、
二
四

日
太
山
寺
（
四
5
2
）
・
円
明
寺
（
四
5
3
）
、
二
五
日
延
命
寺
（
四
5
4
）
・
南
光
坊
（
四
5
5
）
、

二
五

日
ま
た
は
二
六
日
泰
山
寺
（
四
5
6
）
、
二
六
日
栄
福
寺
（
四
5
7
）
・
仙
遊
寺
（
四

5
8
）
、
二
六
日
ま
た
は
二
七
日
国
分
寺
（
四
5
9
）
、
二
七
日
横
峰
寺
（
四
6
0
）
・
香
園

寺
（
四
6
1
）
・
宝
寿
寺
（
四
6
2
）
・
吉
祥
寺
（
四
6
3
）
、
二
七
～
二
九
日
の
間
に
前
神

寺

（
四
6
4
）
、
二
九
旦
二
角
寺
（
四
6
5
）
を
拝
し
さ
ら
に
奥
の
院
の
金
光
山
仙
龍
寺
で

も
納
経
帳
に
記
帳
を
受
け
て
い
る
。

　
八
月
一
日
は
雲
辺
寺
（
四
6
6
）
だ
が
、
当
寺
は
阿
波
・
伊
予
・
讃
岐
の
境
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
の
の
讃
岐
の
札
所
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
但
し
現
在
は
徳
島
県
で
あ
る
。
二
日

は
大
興
寺
（
四
6
7
）
・
神
恵
院
（
四
6
8
）
・
観
音
寺
（
四
6
9
）
・
本
山
寺
（
四
7
0
）
、

三

日
は
弥
谷
寺
（
四
7
1
）
・
曼
陀
羅
寺
（
四
7
2
）
・
出
釈
迦
寺
（
四
7
3
）
・
甲
山
寺

（四

7
4
）
、
三
日
ま
た
は
四
日
に
善
通
寺
（
四
7
5
）
、
四
日
金
倉
寺
（
四
7
6
）
そ
し
て
道

隆
寺
で
記
帳
を
し
て
も
ら
い
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
礼
が
完
了
し
て
い
る
。

　
四

国
か
ら
本
州
に
渡
り
再
び
西
国
三
十
三
ヶ
所
巡
り
が
は
じ
ま
る
。
「
と
ら
」
は
山

陽
道

を
経
て
日
本
海
側
に
向
い
、
八
月
一
二
日
西
国
札
所
二
八
番
成
相
寺
に
到
着
し
、

一
四
日
勝
尾
寺
（
西
2
9
）
、
一
八
日
宝
厳
寺
（
西
3
0
）
、
二
〇
日
に
華
厳
寺
（
西
3
3
）
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参
拝
で
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
巡
拝
を
果
た
し
て
い
る
。

　
西

国
札
所
巡
り
も
終
え
た
「
と
ら
」
は
参
拝
日
は
不
明
だ
が
尾
張
の
勝
軍
山
剣
正

寺
（
愛
知
県
一
宮
市
）
に
参
拝
し
て
い
る
。
華
厳
寺
か
ら
中
山
道
を
通
り
加
納
宿
で

中
山
道
を
離
れ
一
宮
に
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
東
海
道
を
進
み
御
油
宿

か

ら
鳳
来
寺
を
目
指
し
八
月
二
六
日
に
参
拝
し
、
秋
葉
山
に
出
て
東
海
道
に
戻
っ
て

い

る
が
、
再
び
東
海
道
を
分
岐
し
九
月
一
二
日
甲
府
の
善
光
寺
に
達
し
て
い
る
。
恐

ら
く
岩
渕
辺
り
か
ら
甲
府
へ
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
甲
州
道
中
を
進
ん
で

＝
二
日
に
富
士
北
口
浅
間
宮
を
参
拝
し
て
い
る
。
浅
間
宮
ま
で
は
石
和
か
ら
の
道
を

歩
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
甲
府
か
ら
一
～
一
日
半
で
北
口
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
か
少
々
疑
問
は
残
る
。

　
浅

間
宮
を
参
拝
し
た
「
と
ら
」
は
相
模
へ
向
い
、
最
乗
寺
と
坂
東
札
所
五
番
勝
福

寺
を
参
拝
す
る
が
そ
の
日
は
不
明
で
あ
る
。
九
月
一
六
日
に
は
光
明
寺
（
坂
7
）
に

参

拝
し
て
一
七
日
に
は
大
山
寺
・
日
向
薬
師
、
一
七
日
ま
た
は
一
八
日
に
長
谷
寺

（坂

6
）
、
九
月
一
八
日
星
谷
寺
（
坂
8
）
そ
し
て
藤
沢
へ
出
て
一
九
日
に
遊
行
寺
・

江
の

島
弁
財
天
・
長
谷
寺
（
坂
4
）
・
田
代
寺
（
坂
3
）
・
岩
殿
寺
（
坂
2
）
・
杉
本
寺

（坂

1
）
・
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
、
二
〇
日
は
弘
明
寺
（
坂
1
4
）
を
巡
っ
て
い
る
。
こ
れ

よ
り
江
戸
そ
し
て
故
郷
勝
間
村
を
目
指
し
た
よ
う
で
、
途
中
芝
の
増
上
寺
に
寄
っ
て

い
る
。

　
納
経
帳
か
ら
足
跡
を
辿
っ
て
い
る
の
で
勝
間
村
到
着
の
月
日
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
寛
政
七
年
九
月
の
末
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

「
と
ら
」
の
旅
は
ま
だ
続
き
、
翌
寛
政
八
年
二
月
中
旬
頃
再
び
巡
拝
に
出
立
し
て

い

る
。
二
月
一
六
日
波
切
不
動
で
知
ら
れ
る
千
葉
県
成
東
町
の
長
勝
寺
を
参
拝
し
、

坂
東
・
秩
父
札
所
巡
り
が
は
じ
ま
る
。
成
東
か
ら
北
上
し
て
一
七
日
に
銚
子
の
円
福

寺

（坂

2
7
）
、
一
九
日
鹿
島
神
宮
、
二
〇
日
香
取
神
宮
を
経
て
二
一
日
に
滑
河
の
龍
正

院
（
坂
2
8
）
で
記
帳
を
受
け
、
滑
河
か
ら
は
利
根
川
を
渡
っ
て
常
陸
に
入
り
、
そ
の

日
の
う
ち
に
阿
波
の
大
杉
神
社
に
詣
で
て
い
る
。

　
二
月
二
二
日
に
は
清
瀧
寺
（
坂
2
6
）
、
二
三
日
は
筑
波
山
の
大
御
堂
（
坂
2
5
）
、
次

は
二
四
番
札
所
楽
法
寺
に
向
う
が
途
中
現
真
壁
町
の
椎
尾
山
椎
尾
寺
（
薬
王
院
）
に

参
拝
し
て
い
る
。
二
四
日
楽
法
寺
（
坂
2
4
）
・
西
明
寺
（
坂
2
0
）
、
二
四
日
か
ら
二
八

日
の
間
に
正
福
寺
（
坂
2
3
）
・
佐
竹
寺
（
坂
2
2
）
、
二
八
日
は
坂
東
札
所
最
大
の
難
所

八
溝
山
の
日
輪
寺
（
坂
2
1
）
に
達
し
て
お
り
、
納
経
帳
に
は
「
常
野
奥
三
州
境
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
輪
寺
へ
の
道
が
坂
東
札
所
最
大
の
難
所
と
い
う
が
、
「
と
ら
」
は
こ
れ
よ
り
日
光

中
禅
寺
湖
畔
の
坂
東
一
八
番
中
禅
寺
へ
向
っ
て
い
る
。
日
輪
寺
か
ら
中
禅
寺
迄
直
線

距

離
に
し
て
も
一
〇
〇
キ
ロ
余
あ
り
、
厳
し
い
上
り
坂
が
待
っ
て
い
る
。
寛
政
八
年

の

二
月
は
大
の
月
で
三
〇
日
迄
あ
る
も
の
の
、
大
変
な
移
動
で
あ
る
。
中
禅
寺
到
着

は

三
月
一
日
だ
が
、
こ
こ
に
納
経
帳
を
示
し
て
お
く
。

　
　
　
奉
納
経
　
　
　
　
　
　
壱
軸

　
　
坂
東
拾
八
番

　
　
　

清
瀧
観
音
大
士
前

寛
政
八
丙
辰
三

月
朔
・
柵
韓

　
三
月
二
日
大
谷
寺
（
坂
1
9
）
、
二
日
か
ら
四
日
の
間
に
満
願
寺
（
坂
1
7
）
、
三
月
四

日
は
「
岩
船
山
自
然
湧
出
地
蔵
尊
」
と
あ
る
か
ら
、
栃
木
県
岩
船
町
の
岩
船
山
に
所

在
す
る
岩
船
山
高
勝
寺
に
参
拝
し
て
い
る
。
三
月
六
日
長
谷
寺
（
坂
1
5
）
、
三
月
七
日

水
沢
寺
（
坂
1
6
）
、
か
ら
榛
名
山
を
参
拝
し
て
信
濃
の
善
光
寺
に
三
月
一
四
到
着
し
、

そ

れ

よ
り
群
馬
県
富
岡
市
一
ノ
宮
の
抜
鉾
大
神
（
貫
前
神
社
）
、
二
二
日
か
ら
は
秩
父

札
所
巡
り
が
は
じ
ま
る
。

　

秩
父
巡

礼
は
三
四
番
か
ら
一
番
迄
逆
打
ち
で
あ
る
か
ら
、
日
程
と
札
所
を
箇
条
書

き
に
し
て
お
く
。

三
月
　

二
二
日
水
潜
寺

　

二
三

日
菊
水
寺
・
法
性
寺
・
観
音
院
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善光寺参詣絵馬一覧
同　　行　　人　　数

番号 年　　月　　日 地　　名
総数 内　　　訳

画　　　　面 画　工 備考

① 明治7年力 不　　　　明 16人 先達1人（男）　女性15人 善光寺内陣 晴　　雪

② 明治14年6月□日 不　　　　明 13人 全員女性 右日光　左善光寺内陣 不　　明 人数は画面による

③ 明治14年9月 不　　　　明 14～5人 善光寺外観図 不　　明 人数は画面による

④ 明治16年5月17日 大　　原　　町 16人 先達2人（男）　女性14人 善光寺内陣 不　　明

⑤ 明治19年 御　　宿　　町 4人 全員女性 右日光　左善光寺内陣 晴　　雪

⑥ 明治25年6月15日 岬　　　　町 25人 先達2人（男）　女性23人 善光寺内陣 晴　　雪

⑦ 明治27年5月 不　　　　明 40人前後 右日光力　左善光寺外観 不　　明

⑧ 明治20～30年代 大原町・岬町 17人 女性15人・男性2人 右日光　左善光寺外観 弓　　削

⑨ 明治45年2月27日 岬　　　　町 15人 先達1人（男）　女性14人 右上日光　右下横浜　左善光寺内陣 晴　　雪

⑩ 明治45年6月22日 大　　原　　町 34人 先達3人（男）　女性30人・男性1人 右上日光　左善光寺内陣 晴　　雪

⑪ 明治45年 岬　　　　町 26人 先達2人（男）　女性24人 右日光　左善光寺内陣 晴　　雪

⑫ 明治口年7月 大　　原　　町 7人 全員女性 善光寺内陣 晴　　雪

⑬ 明治口年8月 大　　原　　町 7人以上 右日光　左善光寺内陣 晴　　伯

⑭ 大正2年3月11日 岬　　　　町 23人 先達1人（男）6人（女）　女性16人 右日光　左善光寺内陣 晴雪力

⑮ 大正2年8月9日 大　　原　　町 16人 先達3人（男）4人（女）　女性9人 右日光　左善光寺内陣 晴雪力

⑯ 大正3年4月16日 大　　原　　町 14人 女性12人・男性2人 右日光　左善光寺内陣 晴　　雪

⑰ 大正6年6月19日 大　　原　　町 12人 先達3人（男）1人（女）　女性8人 右上日光　右下横浜　左善光寺内陣 晴　　雪

⑱ 大正8年4月 岬　　　　町 10人 先達1人（男）　　　　　　女性9人 右善光寺外観　左日光 芳　　蔵

⑲ 大正9年 岬　　　　町 15人 女性13人・男性2人 右日光　左善光寺内陣 晴雪力

⑳ 大正12年5月 大　　原　　町 12人 全員女性 善光寺内陣 晴　　雪

⑳ 不明 不　　　　明 17人 女性13人・男性4人 右日光　左善光寺内陣 晴　　雪 人数は画面による

⑫ 不明 大　　原　　町 6人 女性4人・男性2人 右日光　左善光寺内陣 晴雪力

⑳ 不明 房　　　　州 8人 全員女性 善光寺内陣

⑳ 不明 不　　　　明 9人前後 善光寺外観 弓　　削 人数は画面による

⑳ 不明 不　　　　明 不明 善光寺外観 弓削力

⑳ 不明 不　　　　明 不明 善光寺外観 弓削力 一部欠損

O
卜
】



［近世・近代の女性の旅について］……山本光正

　
二
四
日
宝
雲
寺
・
長
泉
院
・
橋
立
寺
・
大
淵
寺
・
円
融
寺
・
久
昌
寺
・
法
泉
寺

　
二
四
～
二
五
日
音
楽
寺
・
栄
福
寺
・
観
音
寺

　
二
五

日
岩
之
上
堂
・
龍
石
寺
・
神
門
寺
・
定
林
寺
・
西
光
寺
・
少
林
寺
・
今
宮
坊
・

　
　
　
　
慈
眼
寺
・
野
坂
寺
・
常
楽
寺
・
大
慈
寺
・
明
智
寺
・
西
善
寺

　
二
六

日
法
長
寺
・
ト
雲
寺
・
長
興
寺
・
金
昌
寺
・
常
泉
寺
・
真
福
寺
・
妙
音
寺

　
秩
父
巡
礼

も
果
し
た
「
と
ら
」
は
残
っ
て
い
る
坂
東
札
所
を
巡
り
つ
つ
故
郷
を
目

指
し
て
い
る
。
三
月
二
七
日
慈
光
寺
（
坂
9
）
・
正
法
寺
（
坂
1
0
）
・
安
楽
寺
（
坂
H
）
、

二
八

日
慈
恩
寺
（
坂
1
2
）
、
四
月
五
日
に
は
上
総
の
笠
森
寺
（
坂
3
1
）
、
上
総
一
宮
の

玉
崎
神
社
を
参
拝
し
て
い
る
。
四
月
六
日
に
清
水
寺
（
坂
3
2
）
を
参
拝
し
て
安
房
に

向
い
、
四
月
九
日
に
は
清
澄
寺
を
経
て
翌
一
〇
日
に
那
古
寺
三
三
番
札
所
の
参
拝
を

果
た
し
て
い
る
。
清
澄
寺
か
ら
那
古
寺
ま
で
僅
か
一
日
余
で
達
し
て
い
る
が
、
清
澄

か

ら
安
房
に
抜
け
る
山
道
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
で
「
と
ら
」

の

旅

は
終
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
三
〇
番
札
所
高
蔵
寺
の
記
帳
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
だ
け
歩
い
て
い
る
の
だ
か
ら
除
外
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
部

分
が
脱
落
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
全
六
冊
目
の
納
経
帳
の
最
終
丁
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
国
市
原
郡

　
　
西
国
三
拾
三
所
　
　
　
　
　
　
か
つ
ま
む
ら
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
殿

　
　
本

尊

十
一
面
観
世
音

　
　
夘
五
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
者
也

　
卯
年
1
1
寛
政
七
年
五
月
二
三
日
は
「
と
ら
」
が
京
都
に
居
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

い

つ
れ
か
の

札
所
で
記
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

旅
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
寛
政
七
年
三
月
二
一
日
の
千
葉
寺
を
皮
切
り
に

四

月
二
四
日
西
国
札
所
第
一
番
青
岸
渡
寺
、
六
月
一
三
日
四
国
に
入
っ
て
最
初
の
八

十
八

ヶ
所
寺
院
郷
照
寺
、
そ
し
て
八
月
三
～
四
日
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
礼
を
完
了

し
て
い
る
。
八
月
二
〇
日
に
は
華
厳
寺
を
参
拝
し
て
西
国
三
十
三
ヶ
所
巡
礼
も
果
し
、

坂
東
札
所
等
を
巡
り
な
が
ら
九
月
下
旬
に
帰
村
し
て
い
る
。

　
寛
政
八

年
二
月
中
旬
頃
再
び
霊
場
巡
り
に
出
立
。
坂
東
・
秩
父
札
所
巡
り
を
果
し

て

四
月
中
旬
頃
帰
村
。

　
壮
大

な
旅
で
あ
る
。
「
と
ら
」
の
旅
は
特
別
な
旅
で
あ
り
こ
れ
を
以
て
普
遍
的
な
近

世
女
性
の
旅
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
近
世
と
い
う
時
代
は
女
性
が
こ
れ
だ
け

の

旅
が

で

き
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
当
然
数
多
く
の
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
も
遭
遇
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
「
と
ら
」
の
巡
礼
旅
で
疑

問
を
抱
く
の
は
旅
費
の
問
題
で
あ
る
。
巡
礼
の
旅
に
徹
す
れ
ば
そ
れ
に
適
し
た
宿
泊

施
設

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
す
べ
て
無
料
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
相
当
の
金
銭
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。

②
絵
馬
に
み
る
善
光
寺
参
詣

　
　
H
清
水
寺
の
絵
馬
の
概
要

　
女
性
の
旅
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の
が
信
州
善
光
寺
参
詣
で
あ

る
。
代
表
す
る
と
い
っ
て
も
そ
の
信
仰
圏
が
ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
か
は
定
か

で

な
い
が
、
新
城
常
三
は
「
し
か
し
、
善
光
寺
信
仰
と
参
詣
は
地
元
信
濃
を
中
心
に

中
部
地
方
で
よ
り
盛
ん
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
、
桜
井
徳
太
郎
も
善
光
寺
講
は
中
部
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

本
に

広
い
信
者
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。

　
小
林

計
一
郎
は
善
光
寺
の
宿
院
で
あ
る
正
信
坊
の
宿
帳
を
分
析
し
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。

　
　
　
嘉
永
元
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
二
十
四
年
間
に
、
正
信
坊
に
宿
泊
し
た
道
者

　
　
は
七
四
〇
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
女
は
三
五
五
三
人
で
全
体
の
四
八
パ
ー

　
　
セ

ン
ト
に
当
る
。
こ
の
う
ち
文
久
元
年
は
男
の
数
が
非
常
に
多
い
が
、
こ
れ
は

　
　
和
宮
御
降
嫁
の
大
通
行
の
た
め
、
中
山
道
筋
に
か
り
だ
さ
れ
た
人
足
が
、
通
行

　
　
の
す
ん
だ
あ
と
、
た
く
さ
ん
参
詣
に
来
た
た
め
で
、
こ
の
年
を
除
く
と
、
女
の
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割
合
は

ほ

ぼ

正
確
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
数
値
は
善
光
寺
参
詣
者
に
女
性
が
多
か
っ
た
一
つ
の
証
拠
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
女
性
が
善
光
寺
参
詣
に
来
た
理
由
に
つ
い
て
い
く

つ
か

の

見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
「
し
か
し
こ
れ
ら
は
想
像
に
す
ぎ
ず
、
も
っ
と
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
重
ね
な
け
れ
ば
何
と
も
言
え
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

理
由
は
不
明
に
し
ろ
現
実
に
女
性
の
善
光
寺
参
詣
者
が
多
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

本
稿
に
お
い
て
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
善
光
寺
参
詣
の
一
端
を
絵
馬
を
通
し
て
み

て

い
く
こ
と
に
す
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
絵
馬
は
、
千
葉
県
夷
隅
郡
岬
町
鴨
根
に
所
在
す
る
音

羽

山
千
手
院
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
寺
は
清
水
観
音
の
俗
称
で
知

ら
れ
る
天
台
宗
の
寺
院
で
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
坂
東
三
十
三
ヶ
所
の
第
三
十
三

番
札
所
で
も
あ
る
。

　
善
光
寺
絵
馬
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
近
世
～
大
正

期
に

至

る
絵
馬
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
本
堂
に
は
絵
馬
を
は
じ
め

と
す
る
奉
納
物
が
所
狭
し
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
重
な
っ
て
い
る
も
の
や
剥
離

し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
絵
馬
の

概
要
と
い
っ
て
も
正
確
な
年
代
や
数
値
等
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、
極
め
て
抽
象
的

な
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
奉
納

さ
れ
て
い
る
絵
馬
は
大
型
・
中
型
の
も
の
で
小
絵
馬
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ

の

年
代
は

大
半
が

と
い
う
よ
り
数
点
を
除
い
て
明
治
以
降
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
以
降
、
盛
に
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
絵
馬
を
描
く

画
工
の

存
在
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
絵
馬
は
三
点
ほ
ど
の
地
曳
網
漁
絵
馬
以
外
は
社
寺
参
詣
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
曳
網
の
絵
馬
三
点
は
い
つ
れ
も
晴
雪
な
る
画
工
の
描
い
た
も
の
で
、
う
ち
二
点
は

明
治
一
七
年
・
明
治
二
三
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
社
寺
参
詣
に

関
す
る
も
の
は
善
光
寺
参
詣
が
最
も
多
く
二
六
点
に
上
っ
て
い
る
。

次
い
で
伊
勢
参
宮
（
西
国
も
含
む
）
七
点
、
出
羽
三
山
一
点
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ

う
に
悉
皆
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
実
際
に
は
こ
れ
を
上
回
る
絵
馬
が
あ

る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
伊
勢
参
宮
絵
馬
の
う
ち
四
点
は
歴
史
上
の
故
事
や
伝
説
な

ど
に
基
く
武
者
絵
の
よ
う
で
、
素
人
目
に
も
他
の
絵
馬
よ
り
出
来
が
よ
い
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
。
四
点
と
も
画
工
の
名
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
点
は
文
久
元
年
、

そ
の
外
の
三
点
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
も
の
で
、
二
～
三
点
は
同
一
画
工
の

手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
残
る
三
点
の
う
ち
二
点
は
風
景
、
一
点
は
太
神
楽
を

舞
う
図
で
前
者
は
伊
勢
神
宮
と
二
見
ヶ
浦
の
図
と
安
芸
の
宮
島
厳
島
神
社
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
と
二
見
ヶ
浦
の
図
は
明
治
三
〇
年
奉
納
の
も
の
で
画
工
は

弓
削
口
酔
で
あ
る
。
後
者
は
明
治
四
〇
年
代
の
奉
納
で
、
画
工
の
名
は
記
さ
れ
て
は

い

る
も
の
の
判
読
で
き
な
い
。
出
羽
三
山
の
絵
馬
は
羽
黒
山
を
中
心
に
し
た
風
景
図

だ

が
、
三
山
に
関
す
る
絵
馬
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
社
寺
参
詣
祈
念
の
奉
納
物
は
次
第
に
絵
馬
か
ら
記
念
写
真
に
移
行
し
て
い
く
よ
う

だ

が
、
清
水
寺
本
堂
に
も
額
に
入
っ
た
記
念
写
真
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お

い

て
は

記
念
写
真
に
ま
で
言
及
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
社
寺
参
詣

そ
し
て
旅
行
の
変
化
に
つ
い
て
も
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
⇔
善
光
寺
参
詣
絵
馬
と
女
性
の
旅

　
　
　
　
①
絵
馬
の
墨
書
を
中
心
に

　
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
善
光
寺
絵
馬
は
明
治
以
降
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
上

総
国
夷
隅
郡
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
近
世
以
来
の
女
性
の
善
光
寺
参
詣
の
一
端
を

語
っ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
が
「
善
光
寺
参
詣
絵
馬
一
覧
」
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
今
回
確
認
で
き
た
絵
馬
二
六
点
の
う
ち
、
明
治
期
の
も
の
が
一

三
点
、
大
正
期
の
も
の
が
七
点
、
そ
し
て
年
代
不
明
の
も
の
が
六
点
で
あ
る
が
、
い

ず

れ
も
明
治
ま
た
は
大
正
期
の
も
の
と
断
定
し
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
地
名
と
は
絵
馬
奉
納
者
つ
ま
り
旅
を
し
た
人
々
の
住
む
村
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で

は
便
宜
的
に
現
行
自
治
体
名
を
表
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
奉
納
者
は
夷
隅
郡
の
大
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原
町
・
岬
町
に
集
中
し
て
お
り
、
外
に
御
宿
町
と
コ
房
州
」
と
の
み
記
さ
れ
た
も
の

が

あ
る
。
清
水
寺
の
所
在
地
か
ら
み
て
岬
町
・
大
原
町
の
絵
馬
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
然
る
べ
き
神
社
や
寺
院

が

あ
る
の
に
、
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
の
は
地
域
を
越
え
て
当
寺
が
多
く
の

人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
清
水
寺
が
坂
東
札

所
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
坂
東
札
所
は
不
特
定
多

数
の

参
詣
者
が
訪
れ
る
場
で
あ
り
、
折
角
奉
納
し
た
絵
馬
を
多
く
の
人
々
に
見
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
奉
納
者
の
地
域
を
近
世
の
村
単
位
に
み
て
み
よ
う
。
但
し
字
名
で
記
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
近
世
の
ど
の
村
に
属
す
る
か
判
断
し
難
い
場
合
が
あ
る
。

　
④
中
魚
落
村
　
⑤
岩
和
田
村
（
但
一
名
は
一
の
宮
村
）
　
⑥
井
沢
村
・
三
門
村

⑧
鴨
根
村
外
一
～
二
ヶ
村
　
⑨
江
場
土
村
　
⑩
東
海
村
（
明
治
二
二
年
に
若
山
・
新

田
．
深
堀
・
日
在
・
釈
迦
谷
村
を
合
併
し
て
成
立
。
近
世
村
名
不
明
）
　
⑪
長
者
町

（明
治
三
三
年
に
長
者
町
・
江
場
土
二
二
門
・
井
沢
・
東
小
高
村
が
合
併
し
て
成
立
。

但

し
こ
の
場
合
旧
の
長
者
町
で
あ
ろ
う
。
）
　
⑫
矢
指
戸
（
中
魚
落
村
の
字
）
　
⑬
中

魚
落
村
　
⑭
江
場
土
村
の
外
に
宮
前
と
あ
る
が
不
明
　
⑮
中
魚
落
村
　
⑯
岩
和
田
村

岩
船

⑰
日
在
村
⑱
三
門
村
・
井
沢
村
⑲
東
中
根
村
外
に
椎
木
村
一
名
⑳
中

魚
落
村
　
⑳
中
魚
落
村

　
村
内
の
字
単
位
、
村
単
位
で
参
詣
が
行
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
隣
接
す

る
村
人
同
士
の
参
詣
も
み
ら
れ
る
。
善
光
寺
参
詣
の
グ
ル
ー
プ
は
講
組
織
な
ど
と
も

関
連
す
る
だ
ろ
う
が
、
当
該
地
域
の
自
治
体
史
に
は
女
性
の
善
光
寺
参
詣
等
に
つ
い

て
は

触

れ
て
い
な
い
。
⑤
と
⑲
は
他
地
域
の
も
の
が
特
別
に
参
加
し
た
事
例
の
よ
う

だ

が
、
⑤
の
墨
書
を
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

明
治
十
九
年

　
　
　
善
光
寺
同
行

岩
和
田
村
内

六

軒
町
吉
田
甚
七

　
母

新
町
口

　
母
口
志
　
母

　
　
こ
　
口

保
［
川
川
山

　東

き口口

ん蔵口

一
宮
中
宿
口
口

　

母

　
　
　
口
　
志

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
一
宮
中
宿
の
母
口
志
は
志
東
氏
の
妻
の
母
、
志
東
氏
が
養
子
で
あ
っ

た
場
合
は
彼
の
母
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
次
に

善
光
寺
参
詣
者
の
人
数
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
人
数
の
確
実
に
判
定
で
き

る
絵
馬
だ
け
を
み
る
と
、
参
詣
者
の
最
も
少
い
の
が
⑤
の
四
人
、
多
い
の
が
⑩
の
三

四
人

で
、
平
均
は
一
五
・
三
人
で
あ
る
。

　
同
行
人
数
の
内
訳
を
み
る
と
、
同
行
者
全
員
が
女
性
と
い
う
ケ
ー
ス
が
五
件
あ
る
。

明
治
一
〇
年
代
に
二
件
あ
る
が
一
〇
年
代
で
は
近
世
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
旅
で
あ
っ

た
か
ら
、
か
な
り
の
困
難
が
伴
う
旅
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
に
は
男

性
が
　
～
四
名
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
男
性
が
先
達
と
し
て
入
っ
て
い
る
の

は

①
④
⑥
⑨
⑩
⑪
⑭
⑮
⑰
⑱
で
あ
る
が
、
⑭
は
先
達
と
し
て
男
性
一
人
の
外
に
女
性

六
人
、
⑮
は
先
達
男
性
三
人
、
女
性
四
人
、
⑰
は
先
達
男
性
三
人
、
女
性
一
人
が
入
っ

て

い

る
。
⑮
な
ど
は
半
数
近
く
が
先
達
で
あ
る
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
は
「
先
達
」
の

肩
書
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
善
光
寺
同
行
中
に
お
い
て
先
達
は
名
誉
な
地
位
で
あ

ろ
う
か
ら
、
必
ず
絵
馬
に
は
書
き
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
絵
馬
の
⑰
と
⑱
の
二
点
は
同
行
者
の
年
齢
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の

墨
書
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
⑰
の
墨
書

　
　
　
　
　
　
　
善
光
寺
日
光
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
同
行
夷
隅
郡
東
海
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
在
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と歳　ゑ歳　き歳　め歳　さ歳　か歳　ん歳　け歳　つ歳　郎歳　蔵歳　蔵歳

画
工
晴
　
　
雪

奉

同同田区浅区同

い

野
　
　
ふ

わ
五
十
歳

志
四
十
九
歳

中
　
　
ま
　
　
つ

　
　
　
　
四
十
七
歳

　
　
同
町
同
区

　
　
　
芝

　
崎

　
　
同
区

　
　
　
田
　
　
中

　
　
同
区

納　
　
　
吉

　
野

　
　
同
町
井
沢
区

　
　
　
小
　
　
田

　
　
同

　
　

　
三
　
上

　
大
正
八
年

　
　
　
四
月
吉
日

す
　
　
ゑ

　
　
四
十
九
歳

ま
　
　
す

　
　
四
十
八
歳

ゐ
　
　
ち

　
　
五
十
二
歳

な
　
　
か

　
　
四
十
九
歳

く
　
　
　
・
り

　
　
四
十
七
歳

⑱
の
墨
書

夷
隅
郡
長
者
町

　
先
達
三
門
区

　
　
内
　
　
堀

　
同
区

　
　
関

　
同
区

与

　
吉

　
　
六
十
三
歳

ゐ
　
　
の

　
　
四
十
八
歳

　
同
行
者
の
年
齢
を
み
る
前
に
⑰
の
先
達
の
人
数
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
二
覧
表
」

で

は
⑰
の
先
達
を
男
性
三
人
、
女
性
一
人
と
し
た
が
、
先
達
の
肩
書
は
斎
藤
要
蔵
に

付
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
日
在
の
住
民
を
二
つ
に
分
け
て
書
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
小
守
浦
蔵
・
木
嶋
松
治
郎
・
小
守
た
つ
を
含
め
た
四
名
を
先
達
と
判
断
し

た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
年
齢

を
み
る
と
⑰
・
⑱
共
に
最
高
齢
者
は
先
達
で
、
⑰
の
斎
藤
要
蔵
は
六
二
歳
、

⑱
の
内
堀
与
吉
は
六
三
歳
で
あ
る
。
⑰
の
場
合
先
達
と
見
倣
し
た
男
子
二
人
は
五
一
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歳
、
女
子
は
五
七
歳
で
あ
る
。
他
の
同
行
者
の
年
齢
は
⑰
⑱
共
に
五
〇
歳
代
か
ら
四

〇
歳
代
で
、
三
〇
代
以
下
は
一
人
も
い
な
い
。

　
⑩
明
治
四
五
年
六
月
二
二
日
の
絵
馬
に
は
同
行
者
の
年
齢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の

の
、
同
行
者
の
家
族
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
⑩
の
墨
書

　
　
　
　
夷
隅
郡
東
海
村

日光善光

南
先
達
　
松

同
　
　
口

同
　
　
口

渡
辺
松
太
口

渡
辺

万
口

渡
辺
喜
三
郎

押
渡
部
武

森
甚
太
郎

岩
瀬
助
八

渡
辺
金
蔵

森
田
口
郎

渡
辺
新
太
郎

斎
藤
口
助

渡
辺
市
太
郎

　
　
渡
辺
市
太
郎

　
　
渡
辺
源
之
丞

　
　
渡
辺
久
蔵

寺
　
樋
口
栄
吉

　
　
押
田
政
［
山

　
　
小
浜
　
　
山

妻口妻妻妻妻妻　母妻妻妻口母母母母母口口崎
い七となうきたえ志口口とたあて口り口幸
兵 　重倉之

ま衛みつめくかるちつきよけきる祢んく助郎吉

同行

稲
葉
六
次
郎

小
倉
文
七

藤
平
秋
蔵

岩
瀬
源
兵
衛

吉
治
郎

水
野
政
三
郎

中
村
市
次

露
崎
幸
之
助

中
村
平
助

大
曽
根
初
太
郎

露
崎
重
雄

小
守
重
雄

斎
藤
清
吉

妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻
りむな口志くいさないせ口口

つらかちぢにちくつときかき

　
　
　
　
明
治
四
拾
五
年
六
月

　
　
　
　
　
　
二
十
二
日

　
明
治
四
五
年
六
月
の
善
光
寺
参
詣
は
、
人
数
が
確
定
し
て
い
る
絵
馬
の
中
で
は
最

も
同
行
者
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
同
行
女
性
の
す
べ
て
が
そ
の
家
の
当
主
の
母
か

妻
で

あ
り
、
未
婚
女
性
は
一
人
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
家
族
関
係

か

ら
同
行
女
性
の
年
齢
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
⑰
⑱
か
ら
み
て
明
治
四
五

年
六
月
の
同
行
女
性
も
四
〇
代
以
上
で
あ
っ
た
ろ
う
。
善
光
寺
参
詣
の
形
態
は
地
域

に

よ
っ
て
異
る
で
あ
ろ
う
が
、
夷
隅
郡
の
現
大
原
町
・
岬
町
を
中
心
と
し
た
地
域
で

は
四
〇
代
以
降
が
主
と
な
っ
て
参
詣
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
善
光
寺
参
詣
参
加
資
格
に
年
齢
制
限
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
十
歳
以
上
と
規
定

す

る
も
の
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
年
齢
を
制
限
す
る
よ
う
な
規
定
と
い
う
か
慣
習

の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
千
葉
市
続
橋
の
事
例
で
あ
る
が
、
続
橋
地
区

の

古
く
か
ら
の
住
民
の
間
で
は
現
在
も
男
性
は
出
羽
三
山
登
山
、
女
性
は
善
光
寺
参

詣

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
と
い
う
よ
り
暗
黙
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の

了
解
は
、
夫
婦
が
子
供
を
産
む
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
年
齢
、
状
態
に
至
っ
た
時

と
い
う
。
講
に
入
る
と
男
性
は
出
羽
三
山
、
女
性
は
仲
間
と
善
光
寺
参
詣
を
行
う
が
、

現
在
で
は
善
光
寺
信
仰
と
い
う
よ
り
定
期
的
な
女
性
の
集
り
に
な
っ
て
お
り
、
伊
豆

方
面

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。
出
羽
三
山
・
善
光
寺
参
詣
を

果
し
た
後
に
子
供
が
生
ま
れ
る
と
大
変
バ
ツ
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
⑩
の
絵
馬
の
同
行
者
を
み
る
と
、
渡
辺
市
太
郎
の
家
か
ら
は
二
人
の
女
性
が
参
加

し
て
い
る
。
一
人
は
市
太
郎
の
妻
「
た
か
」
と
「
え
る
」
で
あ
る
。
え
る
に
つ
い
て

は
市
太
郎
と
の
関
係
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
太
郎
の
母
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

母

と
嫁
が
一
緒
に
参
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。
小
浜
の
山
口
七
兵
衛
の
場
合
は
妻
「
い

ま
」
と
共
に
参
加
し
て
い
る
。
「
小
浜
　
山
口
七
兵
衛
」
の
記
載
が
「
い
ま
」
の
肩
書

で
な

い

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
絵
馬
の
画
面
に
も
四
名
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

な
お
明
治
四
五
年
段
階
で
は
小
浜
‖
大
原
町
と
東
海
村
は
合
併
し
て
い
な
い
た
め
、

夫
婦
は
別
の
村
の
善
光
寺
参
詣
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　

②
絵
馬
の
画
面
を
中
心
に

　

こ
れ
ま
で
絵
馬
に
記
さ
れ
た
墨
書
を
中
心
と
し
て
み
て
き
た
が
、
次
に
画
面
つ
ま

り
絵
の
部
分
を
中
心
に
善
光
寺
参
詣
を
み
て
み
よ
う
。

　
絵
馬
の
画
面
は
画
工
に
よ
り
構
成
と
い
う
か
様
式
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
画
工

に

つ
い

て

は
「
絵
馬
一
覧
」
に
記
載
し
た
よ
う
に
晴
雪
・
弓
削
口
酔
・
晴
伯
・
芳
蔵

の

号
・
名
前
を
絵
馬
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
外
先
に
も
少
し
述
べ
た

が
、
人
物
像
を
主
と
し
た
歴
史
・
伝
説
上
の
故
事
等
を
描
い
た
画
工
の
存
在
が
認
め

ら
れ
る
が
号
等
は
不
明
で
あ
る
。

　
画
工
の

う
ち
善
光
寺
参
詣
絵
馬
を
最
も
多
く
手
懸
け
て
い
る
の
が
晴
雪
と
弓
削
氏

で

あ
る
が
、
晴
雪
に
つ
い
て
は
若
干
で
は
あ
る
が
『
大
原
町
史
』
に
触
れ
ら
れ
て
い

（8
）
る
。
『
大
原
町
史
』
に
は
晴
雪
の
外
に
晴
嶺
と
い
う
絵
師
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
両
者

共
に

大
原
町
仲
町
の
藤
江
家
の
先
祖
で
、
晴
嶺
の
本
名
は
藤
江
藤
右
衛
門
で
彼
は
私

塾

を
経
営
し
て
お
り
、
そ
の
名
を
近
郷
に
知
ら
れ
て
い
た
。
余
技
と
し
て
絵
画
を
描

き
総
泉
堂
と
号
し
た
と
い
う
。
明
治
一
七
年
六
月
二
日
に
残
し
て
い
る
。

　
晴
雪
は
本
名
藤
江
勇
太
郎
で
昭
和
四
年
五
月
三
一
日
に
七
〇
歳
で
残
し
て
い
る
が
、

晴
嶺
と
晴
雪
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
晴
嶺
は
晴
嶺
伯
脩

と
も
号
し
て
い
る
が
、
「
善
光
寺
参
詣
絵
馬
一
覧
」
の
⑬
の
画
工
晴
伯
は
晴
嶺
の
こ
と

か

と
も
考
え
ら
れ
る
。
⑬
が
晴
嶺
の
作
で
あ
れ
ば
明
治
一
七
年
以
前
の
絵
馬
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
『
大
原
町
史
』
に
よ
れ
ば
清
水
寺
の
武
者
絵
三
枚
は
雪
江
等
学

の

作
で
、
晴
嶺
の
先
代
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
弓
削
氏
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
岬
町
中
原
の
玉
崎
神
社
神
官
を
代
々
務
め
る
家

が

弓
削
氏
と
い
う
か
ら
、
こ
の
地
域
に
弓
削
姓
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
玉

崎
神
社
の
弓
削
家
か
ら
は
久
留
米
藩
有
馬
氏
の
儒
官
と
な
っ
た
弓
削
鳴
岳
が
出
て
い

る
。　

⑬
の
絵
馬
の
画
工
芳
蔵
は
「
染
色
中
社
芳
蔵
図
」
と
自
署
し
て
い
る
か
ら
、
染
色

を
業
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
藍
染
職
人
と
い
う
よ
り
万
祝
を
染
め
る
よ
う
な
職
人

で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
善
光
寺
参
詣
絵
馬
は
画
工
が
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
絵
柄
は
晴
雪
系
と
弓

削
系
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
晴
雪
系
は
O
善
光
寺
内
陣
（
内
陣
と
い
う
表
現

は
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
便
宜
的
に
使
用
す
る
。
）
で
参
拝
す
る
一
行
を

描
い

た

も
の
。
⇔
右
側
に
日
光
東
照
宮
と
そ
の
周
辺
、
左
側
に
善
光
寺
内
陣
で
参
拝

す

る
一
行
を
描
い
た
も
の
。
日
右
上
に
日
光
東
照
宮
と
そ
の
周
辺
、
右
下
に
横
浜
港
、

左
側
に

善
光
寺
内
陣
で
参
拝
す
る
一
行
を
描
い
た
も
の
。
以
上
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

に
分
類
で
き
る
。
い
ず
れ
も
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
参
拝
者
の
人
数
と
墨
書
さ
れ
て

い

る
人
数
は
同
じ
、
ま
た
は
同
じ
と
判
断
さ
れ
る
。

　
弓
削
氏
の
系
統
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
H
善
光
寺
の
外
観
を
描
い
た
も

の
。
口
右
側
に
日
光
東
照
宮
、
左
側
に
善
光
寺
外
観
を
描
い
た
も
の
の
二
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
。
善
光
寺
参
道
等
に
参
拝
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
弓
削
系
の
絵
馬
は
晴
雪

系
に
較
べ
る
と
痛
み
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
画
面
の
細
部
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で

あ
る
。

　
晴
雪
系
も
弓
削
系
も
内
陣
か
外
観
か
は
別
と
し
て
、
善
光
寺
ま
た
は
善
光
寺
と
日
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光

を
描
く
の
が
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
全
二
六
枚
の
善
光
寺
参
詣
絵
馬
の

う
ち
、
善
光
寺
と
日
光
を
描
い
た
も
の
が
一
四
枚
、
善
光
寺
の
み
を
描
い
た
も
の
が

一
〇
枚
、
善
光
寺
・
日
光
・
横
浜
を
描
い
た
も
の
が
二
枚
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
善
光
寺
参
詣
者
の
多
く
が
日
光
に
回
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
が
、

絵
馬
に
日
光
が
描
か
れ
て
い
な
く
と
も
日
光
へ
は
回
っ
て
い
た
ら
し
く
、
⑳
の
大
正

一
二
年
五
月
の
絵
馬
に
は
「
日
光
・
善
光
寺
同
行
中
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
近
世

か

ら
近
代
に
か
け
て
の
社
寺
参
詣
の
旅
は
ロ
ハ
管
目
的
地
へ
向
い
、
そ
の
ま
ま
帰
村
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
目
的
地
へ
行
く
間
の
有
名
社
寺
・
旧
跡
を
見
て
回
り
、

帰
路

は
往
路
と
は
別
の
道
を
と
り
帰
村
す
る
と
い
う
よ
う
に
周
遊
コ
ー
ス
化
し
て
い

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
近
世
か
ら
近
代
は
多
く
の
人
々
が
旅
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
は
あ
る
が
、

当
然
そ
れ
を
「
現
代
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
う
や
く
善
光
寺
参
詣

に

行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
機
会
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
所
は

一

ヶ
所
で
も
多
く
見
て
お
こ
う
と
い
う
の
が
近
世
～
近
代
の
旅
で
あ
る
。
文
化
頃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

旅

日
記
と
思
わ
れ
る
「
上
方
・
金
毘
羅
参
詣
覚
書
」
の
冒
頭
に
あ
る
道
中
心
得
之
事

に

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
カ
　

　
　
一
銘
所
旧
跡
等
ハ
成
丈
不
残
様
見
物
可
致
成
候
事
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
の
社
寺
参
詣
・
物
見
遊
山
の
旅
の
特
長
を
よ
く
示
し
て
い

る
。　

日
本
に
お
い
て
は
一
ヶ
所
に
長
期
滞
在
し
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
土
地
を
見
て
回
る

旅

は
定
着
し
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
有
名
社
寺
旧
跡
を
少
し
で
も
多
く
見
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
旅
は
現
在
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
五
年
二
月
二
七
日
⑨
と
大
正
六
年
六
月
一
九
日
⑰
の
絵
馬
に
よ
れ
ば
一
行

は
横
浜
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
両
絵
馬
共
に
桟
橋
に
立
つ
一
行
と
蒸
汽
船
が
誇
ら
し

げ
に
描
か
れ
て
い
る
。
横
浜
は
往
路
に
寄
っ
た
の
か
帰
路
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

例

え
ば
往
路
に
陸
路
、
帰
路
に
海
路
を
と
れ
ば
同
じ
所
を
通
ら
ず
に
帰
村
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。
横
浜
ル
ー
ト
を
ほ
と
ん
ど
の
善
光
寺
参
詣
者
が
と
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
が
（
船
を
利
用
し
て
東
京
に
出
た
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
）
こ
れ
も
ま
た

周
遊
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
何
度
も
言
う
よ
う
に
絵
馬
に
は
同
行
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
着
物
を

見
て

み

る
と
④
の
明
治
一
六
年
五
月
一
七
日
の
絵
馬
に
描
か
れ
た
同
行
中
の
着
物
は

区
々
で
、
先
達
の
男
性
の
一
人
は
茶
、
一
人
は
藍
系
の
羽
織
、
女
性
は
藍
系
と
み
ら

れ
る
着
物
を
着
た
も
の
が
六
人
、
茶
系
と
み
ら
れ
る
も
の
が
六
人
、
黒
系
が
二
人
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
ほ
か
の
絵
馬
で
着
物
の
判
別
が
つ
く
も
の
を
み
る
と
す
べ
て

同
一
の
着
物
、
揃
い
の
着
物
で
あ
る
。
し
か
も
⑨
明
治
四
五
年
の
絵
馬
は
、
善
光
寺

内
陣
で
参
拝
す
る
一
行
も
、
横
浜
の
桟
橋
に
立
つ
一
行
も
全
員
黒
羽
織
を
身
に
つ
け

て

い

る
。
女
性
が
羽
織
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
は
こ
の
絵
馬
だ
け
で
あ
る
。
画
工
が

人
物
を
描
く
に
あ
た
っ
て
着
物
を
画
一
化
し
て
し
ま
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
が
、
態
々

羽
織
ま
で
着
せ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
く
と
も
善
光
寺
参
詣
の
幾
組
か
は
揃
い

の

着
物
を
用
意
し
た
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
帯
も
揃
い
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
画
面
か
ら
は
判
別
し
難
い
。

　
絵
馬
の
奉
納
さ
ら
に
そ
ろ
い
の
着
物
ま
で
用
意
す
る
と
な
れ
ば
旅
の
費
用
は
膨
ん

で

し
ま
う
が
、
す
べ
て
の
善
光
寺
参
詣
者
が
絵
馬
を
奉
納
し
揃
い
の
着
物
を
作
っ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
は
夷
隅
郡
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
は

か
な
り
多
く
の
女
性
が
善
光
寺
参
詣
に
出
か
け
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ

で

取

り
上
げ
た
絵
馬
は
明
治
・
大
正
の
も
の
で
あ
る
が
、
絵
馬
の
奉
納
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
女
性
の
善
光
寺
参
詣
は
近
世
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
断
定
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
納
経
帳
と
絵
馬
を
素
材
と
し
て
女
性
の
旅
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
現

段
階
で
は
旅
日
記
以
外
の
史
料
の
収
集
が
必
要
で
あ
り
、
女
性
の
旅
を
論
じ
る
ま
で

に
は
至
ら
な
い
が
そ
の
一
端
は
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
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近
世

1
1
女
性
は
旅
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
図

式
は

改
め

ら
れ
て
き
た
が
、
女
性
の
場
合
旅
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
階
層
は
男
性
よ

り
狭
め
ら
れ
て
い
た
で
は
あ
ろ
う
。
旅
に
出
た
女
性
の
年
齢
は
絵
馬
に
記
さ
れ
た
だ

け
の
も
の
か
ら
判
断
す
る
と
四
〇
代
以
上
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
若
い
女
性
が

善
光
寺
参
詣
等
を
行
う
事
例
も
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
通
過
儀
礼

的
な
も
の
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う

な
善
光
寺
参
詣
は
家
に
お
け
る
女
性
の
地
位
や
生
理
的
な
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
四

〇
代
以
上
の

女
性
が

旅
に

出
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
女
性
の
旅

と
い
っ
て
も
女
性
の
み
で
旅
に
出
る
こ
と
は
少
く
、
男
性
が
善
光
寺
参
詣
の
よ
う
に

先
達

と
い
う
立
場
で
随
行
し
た
り
、
男
性
の
旅
に
女
性
が
つ
い
て
い
く
と
い
う
の
が

ほ

と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
若
干
旅
に
関
連
し
て
房
総
の
地
域
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
房
総
に

お
い
て
は
長
期
の
旅
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
房
総
の
生
産
性
の

高
さ
が
あ
っ
た
。
周
囲
を
海
と
河
川
に
囲
ま
れ
温
暖
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
水
産

物
・
農
産
物
・
林
産
物
が
豊
富
で
あ
り
か
つ
大
量
の
物
資
を
消
費
し
て
く
れ
る
江
戸

も
控
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
済
的
基
盤
を
も
と
に
伊
勢
参
宮
・
出
羽
三
山
登
山
．

富
士
登
山
等
々
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
出
羽
三
山
登
山
は
地
域
に
よ
っ
て
は
通
過

儀
礼
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
盛
に

行
わ

れ
た

男
性
の
旅
に
よ
り
女
性
の
旅
を
も
容
易
に
し
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
代
表
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
善
光
寺
参
詣
で
あ
る
。

房
総
に
お
け
る
旅
の
盛
行
は
経
済
的
な
面
か
ら
だ
け
で
は
語
れ
な
い
。
そ
れ
を
示
す

の

が

出
羽
三
山
登
山
と
富
士
登
山
、
特
に
出
羽
三
山
登
山
で
あ
る
。
房
総
を
除
く
関

東

と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
出
羽
三
山
信
仰
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
識
は
な
い
が
、

房
総
に
お
け
る
三
山
信
仰
は
現
存
す
る
遺
物
か
ら
み
て
関
東
地
方
で
は
抽
ん
で
て
お

り
、
今
も
な
お
三
山
登
山
を
盛
に
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
こ
で

結
論
が

で

る
こ
と
で
も
な
い
の
で
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　
な
お
房
総
に
お
い
て
も
日
蓮
宗
の
盛
な
地
域
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た

よ
う
な
社
寺
参
詣
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
夷
隅
郡
に
属
す
る
勝
浦
市
で
は

日
蓮
宗
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
伊
勢
参
宮
を
は
じ
め
善
光
寺
参
詣
も
行
わ
れ
ず
、
身
延

山
や
日
蓮
の
旧
跡
を
巡
る
旅
が
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
女
性
の
旅
と
題
し
た
も
の
の
、
史
料
収
集
が
進
ま
な
い
た
あ
甚
だ
散
漫
な

内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
善
光
寺
参
詣
絵
馬
の
画
面
分
析
も
不
十
分
だ
が
、
分
析

を
は
じ
め
る
と
女
性
の
旅
か
ら
一
層
遠
離
る
た
め
、
旅
関
係
絵
馬
を
一
括
し
て
別
に

発
表
し
た
い
。

註（
1
）
　
新
城
常
三
著
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
（
昭
3
9
）
塙
書
房
　
本
書
は
増
補
改
訂
さ

　
　
れ
昭
和
五
七
年
に
『
綱
　
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
と
し
て
塙
書
房
よ
り
出
版
さ
れ

　
　
た
。

（
2
）
　
深
井
甚
三
著
『
近
世
女
性
旅
と
街
道
交
通
』
（
平
7
）
桂
書
房

（
3
）
　
柴
桂
子
著
「
近
世
女
性
の
旅
日
記
か
ら
ー
旅
を
す
る
女
性
た
ち
の
姿
を
追
っ
て
ー
」
（
『
交
通

　
史
研
究
』
2
7
所
収
）

（
4
）
　
寂
本
原
著
　
村
上
護
訳
『
四
国
偏
礼
霊
場
記
』
（
教
育
社
新
書
）
（
昭
6
2
）
教
育
社

（
5
）
　
新
城
常
三
著
『
締
　
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
　
桜
井
徳
太
郎
著
『
講
集
団
成
立

　

過
程
の

研
究
』
（
昭
3
7
）
吉
川
弘
文
館
　
加
藤
道
雄
編
『
日
旅
六
十
年
史
』
（
昭
4
5
）
日
本
旅
行

　

刊
に

よ
れ
ば
日
本
旅
行
の
前
身
（
社
名
不
明
）
は
明
治
四
一
年
善
光
寺
参
詣
団
体
旅
行
を
企
画

　
実
施
し
て
い
る
。

（
6
）
　
小
林
計
一
郎
著
『
長
野
市
史
考
』
（
昭
4
4
）
吉
川
弘
文
館

（
7
）
　
大
原
町
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
原
町
史
』
（
平
5
）
に
よ
る
と
、
本
書
は
地
曳
網
絵
馬
に
関
連

　

し
て
清
水
寺
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
武
者
絵
馬
の
う
ち
二
点
は
安
政
元

　

年
と
弘
化
三
年
奉
納
の
も
の
と
い
う
。
善
光
寺
参
詣
絵
馬
の
年
代
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る

　

が
、
誤
読
も
あ
る
よ
う
な
の
で
本
稿
で
は
基
本
的
に
は
筆
者
が
確
認
し
た
年
代
等
に
よ
っ
た
。

（
8
）
　
注
（
7
）
に
同
じ

（
9
）
　
川
崎
吉
男
編
著
『
伊
勢
参
宮
日
記
考
』
上
（
昭
6
2
）
筑
波
書
林
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
三
年
三
月
一
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
審
査
終
了
）
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［近世・近代の女性の旅について］・一・山本光正

明治20～30年代　Nα⑧の絵馬

明治45年2月27日　Nα⑨の絵馬
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明治45年6月22日　No⑩の絵馬

大正2年3月11日　Nα⑭の絵馬
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［近世・近代の女性の旅について］……山本光正

Travel　by　Women　in　Early　Modern　and　Modern　Japan

YAMAMOTO，　Mitsumasa

Research　on　early　modern　travel　carl　be　divided　into　two　main　kinds．　One　seeks　to　clarify

the　actual　forms　of　behavior，　experience，　and　transportation　related　to　travel，　while　the

other　attempts　to　clarify　popular　religious　beliefs　by　focusing　on　temple　and　shrine　pilgri－

mage　as　such．

For　reasons　of　research　materials，　both　approaches　have　tended　to　focus　on　men．　With

heightened　interest　in　research　on　women7s　history，　however，　the　body　of　research　on

travel　by　women　has　now　started　to　grow．　While　travel　research　typically　relies　on　travel

diaries　as　its　principal　source　of　materials，　travel　diafies　by　women　are　written　only　by

women　of　considerable　education，　hence　class，　making　it　difficult　to　observe　the　actual

forms　of　travel　by　commoner　women．

Clearly　the　effort　to　grasp　travel　by　women　as　a　whole　makes　the　discovery　of　materials

other　than　travel　diaries　a　pressing　concern．　Some　research　has　made　use　of　registries

from　temple　inns（∫加吻bo）and　statuary　such　as　devotional　pagodas（勉γo’o）．　This　study

relies　on　a　votive　scripture　ledger（η0吻0吻）and　votive　tablets（θη2α）to　reveal　a　facet　of

travel　by　women．　The　ledger　was　offered　to　Mankoin　Temple　in　Ichihara　City，　Chiba

Prefecture，　by　the　Motegi　family（Katsuma，　Ichihara　City）and　records　the　journey　made

by　the　family’s　ancestor”Tora”who　visited　the　Kannon　spiritual　sites　in　Shikoku，　Bando，

and　Chichibu　and　made　the　eighty－eight　site　Shikoku　pilgrimage．　The　ledger　only　enables

us　to　trace　the　footsteps　of　Tora，　but　the　fact　that　a　single　woman　could　make　such　a

journey　deserves　attention．　The　twenty－six　votive　tablets　dating　from　the　Meiji　and

Taisho　periods，　on　the　other　hand，　were　offered　to　Kiyomizudera　Temple　in　Misaki，

Chiba　Prefecture　by　women　who　had　made　a　pilgrimage　to　Zenkoji　in　Shinshu．　From　the

images　and　inscriptions　on　the　tablets，　we　know　the　course　they　traveled，　details　of　their

pilgrimage，　and　their　names　and　regions　of　origin．　Although　the　tablets　date　from　the

modern　period，　it　is　believed　that　women　in　the　early　modern　period　conducted　similar

］ourneys．

Votive　ledgers　and　tablets　do　not　provide　the　quantity　of　information　available　from

travel　diaries．　Nonetheless，　with　the　accumulation　of　information　contained　in　such

materials　it　should　be　possible　to　clarify　further　the　nature　of　travel　by　women　in　early

modern　Japan，

181


